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山
崎
正
勝
著

『
日
本
の
核
開
発
”
一
九
三
九
～
一
九
五
五

　
一
原
爆
か
ら
原
子
力
へ
　
　
』

山
　
本
　
昭
　
宏

　
一
九
八
○
年
代
以
降
、
核
に
関
す
る
外
交
文
書
の
公
開
や
資
料
発
掘
が
相

次
い
で
い
る
。
も
ち
ろ
ん
依
然
と
し
て
機
密
解
除
が
な
さ
れ
て
い
な
い
公
文

書
は
多
い
が
、
入
手
で
き
る
限
り
の
資
料
を
集
め
て
手
堅
く
実
証
を
積
み
重

ね
て
き
た
観
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
核
に
関
す
る
歴
史
研
究
は
こ
の
数
年
更

　
　
　
　
　
　
①

新
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
本
書
の
著
者
は
、
核
時
代
の
開
幕
期
に
関
す
る
研
究
の

更
新
に
寄
与
し
て
き
た
～
人
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
、
戦
時
期
日
本
に
お
け

る
原
爆
開
発
に
関
す
る
資
料
発
掘
と
そ
れ
に
基
づ
く
開
発
可
能
性
の
再
検
証

や
、
日
米
原
子
力
協
定
の
締
結
過
程
の
解
明
な
ど
、
優
れ
た
研
究
を
残
し
て

　
②

き
た
。
そ
し
て
、
実
証
的
な
こ
れ
ら
の
仕
事
と
同
時
に
、
戦
争
と
科
学
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

う
マ
ク
ロ
な
観
点
か
ら
、
科
学
者
と
核
兵
器
と
の
関
係
を
問
い
直
し
て
き
た
。

そ
の
問
題
意
識
は
、
日
本
の
核
開
発
の
歴
史
全
体
を
見
据
え
つ
つ
、
核
時
代

の
開
幕
期
に
焦
点
を
当
て
た
本
書
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
東
日
本
大
震

災
と
そ
れ
に
伴
う
津
波
が
引
き
起
こ
し
た
原
発
事
故
以
降
、
天
災
か
入
災
か
、

あ
る
い
は
両
者
の
複
合
型
災
害
か
を
問
わ
ず
、
原
発
は
研
究
者
の
関
心
を
引

き
付
け
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
付
け
焼
刃
の
研
究
も
目
立
つ
が
、
本
書
は
著

者
の
長
年
の
概
究
の
集
大
成
で
あ
り
、
原
子
力
開
発
体
制
の
構
築
と
科
学
者

や
政
治
家
た
ち
の
議
論
の
過
程
を
緻
密
に
跡
付
け
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　
本
書
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
1
部
　
戦
前
・
戦
中
編

　
は
じ
め
に

一
．
発
端
…
陸
軍
と
仁
科
芳
雄

2
．
基
礎
科
学
を
追
及
す
る
仁
科
芳
雄

　
　
衝
究
に
適
進
」

真
珠
湾
攻
撃
後
、
「
基
礎

3
．
「
物
理
懇
談
会
」
海
軍
技
術
研
究
所
か
ら
の
依
頼

4
．
仁
科
芳
雄
、
「
お
国
の
た
め
に
役
立
つ
研
究
」
へ

5
．
核
の
研
究
開
発
開
始
と
陸
軍
へ
の
報
告
書

6
　
二
号
研
究
の
開
始

7
．
海
軍
の
京
都
帝
大
荒
勝
文
策
へ
の
研
究
以
来
と
F
薪
究

8
．
ウ
ラ
ン
資
源
の
ド
イ
ツ
へ
の
依
頼
と
国
内
探
査

9
．
拡
散
塔
の
焼
失
と
理
研
に
お
け
る
二
号
研
究
の
中
止

1
0
．
原
爆
投
下
と
そ
の
調
査

1
1
．
戦
後
研
究
の
開
始
と
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
破
壊

　
ま
と
め

第
2
部
　
戦
後
編

12
．

3
．

4
．

米
国
に
よ
る
原
爆
投
下
の
正
当
化
論

科
学
者
た
ち
の
戦
後
　
　
原
爆
か
ら
学
ん
だ
こ
と

学
術
研
究
会
議
の
原
爆
被
害
調
査
と
原
爆
傷
害
調
査
委
員
会
（
A

B
C
C
）
の
発
足

占
領
軍
に
よ
る
原
爆
報
道
検
閲
と
原
子
爆
弾
に
関
す
る
一
般
国
民
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5
．

6
．

7
．

8
．

12　11　10　914　1319　18　17　16　15

の
意
識

学
術
会
議
に
お
け
る
原
子
力
に
関
す
る
議
論
　
　
国
内
法
に
よ
る

規
制
…

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
国
連
演
説
と
東
西
原
子
力
外
交

原
子
力
予
算
計
上
と
伏
見
の
原
子
力
憲
章
案

ビ
キ
ニ
事
件
の
衝
撃
と
原
子
力
三
原
則

ビ
キ
ニ
事
件
に
対
す
る
米
国
の
反
応

学
術
会
議
の
原
子
力
基
本
法
制
定
の
動
き

原
水
爆
禁
止
運
動
の
発
展

読
売
新
聞
社
の
「
原
子
力
平
和
使
節
草
舎
招
待
と
「
原
子
力
平
和

博
覧
会
」

日
米
原
子
力
協
定

原
水
爆
禁
止
運
動
の
高
揚
ー
ラ
ッ
セ
ル
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

官
三
　
口
と
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
ー

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
原
子
力
平
和
利
用
国
際
会
議
と
原
子
力
基
本
法

原
子
力
基
本
法
の
国
会
審
議

原
子
力
基
本
法
と
原
子
力
の
一
九
五
五
年

周
辺
諸
圏
か
ら
見
た
日
本
の
核
問
題

ま
と
め
　
原
爆
被
災
か
ら
原
子
力
計
画
の
開
始
へ

　
こ
の
構
成
が
、
本
書
の
特
色
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
言
え
る
。
章
よ
り
は

短
く
、
節
よ
り
は
長
い
各
セ
ク
シ
ョ
ン
を
年
代
順
に
配
置
し
た
こ
と
で
、
読

者
は
ト
ピ
ッ
ク
の
連
な
り
を
理
解
し
や
す
い
。
例
え
ば
、
第
2
部
の
戦
後
編

で
は
、
核
開
発
を
め
ぐ
る
史
的
展
開
の
み
な
ら
ず
反
核
運
動
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
構
成
に
よ
っ
て
、
そ
の
同
時
性
と
関
係
性
が
い
っ
そ
う

明
瞭
と
な
る
。
ま
た
、
原
爆
神
話
の
構
築
や
周
辺
諸
国
か
ら
の
日
本
へ
の
眼

差
し
と
い
っ
た
項
目
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
構

成
に
依
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
著
者
の
幅
広
い
知
見
、
業
績
を
　
書
に
ま
と
め

上
げ
る
た
め
に
は
、
必
要
な
工
央
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
加
え
て
、
豊
窟
な
資
料
が
本
文
中
で
紹
介
・
引
用
さ
れ
て
い
る
点
も
、
本

書
の
特
色
で
あ
ろ
う
。
東
京
第
二
陸
軍
造
兵
廠
が
仁
科
芳
雄
か
ら
ウ
ラ
ン
研

究
開
発
の
進
捗
状
況
を
聴
取
し
た
記
録
（
通
称
「
東
二
造
資
料
嚥
）
か
ら
抜

粋
し
た
実
験
器
具
の
ス
ケ
ッ
チ
、
日
本
学
術
会
議
議
事
録
か
ら
の
抜
粋
な
ど

は
、
資
料
価
値
も
高
い
。
脚
注
で
説
明
さ
れ
て
い
る
資
料
の
所
在
や
、
取
り

入
れ
ら
れ
た
図
版
と
写
真
か
ら
も
、
研
究
成
果
を
わ
か
り
や
す
く
提
示
し
よ

う
と
い
う
著
者
の
努
力
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

　
本
書
が
明
ら
か
に
し
た
事
実
、
掘
り
起
こ
し
た
資
料
、
提
出
し
た
論
点
は

多
岐
に
わ
た
る
。
指
摘
さ
れ
た
論
点
や
新
資
料
に
基
づ
く
知
見
を
整
理
し
な

が
ら
、
本
書
の
内
容
を
概
観
し
た
い
。

　
第
1
部
戦
前
戦
中
編
で
は
、
仁
科
芳
雄
を
中
心
に
戦
前
・
戦
中
の
日
本
の

科
学
者
た
ち
の
原
爆
開
発
の
過
程
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
「
は
じ
め
に
」
で
は
、
戦
中
の
日
本
の
核
開
発
に
言
及
し
た
こ
れ
ま
で
の

研
究
や
文
献
の
紹
介
が
な
さ
れ
、
　
九
八
○
年
代
以
降
に
入
手
可
能
に
な
っ

た
資
料
を
用
い
て
第
1
部
を
叙
述
す
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
て
い
る
。

　
仁
科
芳
雄
と
陸
軍
中
将
安
田
武
雄
の
関
係
か
ら
、
第
1
部
は
語
り
起
こ
さ

れ
る
。
安
田
武
雄
は
仁
科
と
事
前
に
接
触
し
、
原
子
爆
弾
製
造
の
可
能
性
を

口
頭
で
確
認
し
た
後
、
一
九
四
｝
年
四
月
、
正
式
に
理
化
学
研
究
所
に
原
爆

開
発
を
目
指
し
た
研
究
を
依
頼
し
た
。
そ
の
後
も
仁
科
は
、
陸
軍
と
理
化
学
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評封㌃
IN

研
究
所
が
原
爆
研
究
の
協
力
体
調
を
築
く
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
。
一
九
四
二
年
の
夏
に
は
、
海
軍
で
も
伊
藤
庸
二
技
術
大
佐
を
中
心
に

「
物
理
懇
談
会
」
が
発
足
し
、
核
物
理
が
海
軍
の
技
術
に
応
用
で
き
る
か
ど

う
か
を
検
討
し
始
め
た
。
仁
科
芳
雄
は
こ
こ
に
も
参
加
し
て
い
る
。
こ
の

「
物
理
懇
談
会
」
は
一
九
四
三
年
春
の
会
議
を
も
っ
て
申
止
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
こ
の
中
止
の
理
由
を
「
米
国
と
い
え
ど
も

今
次
の
戦
争
に
於
い
て
は
、
恐
ら
く
原
子
力
を
活
用
す
る
こ
と
は
困
難
な
ら

む
扁
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
か
ら
だ
と
す
る
伊
藤
庸
二
の
証
言
を
引
く
こ
と

で
説
明
し
て
き
た
。
こ
れ
に
灼
し
て
、
著
者
は
偶
藤
の
証
雷
を
裏
付
け
る
資

料
は
見
当
た
ら
な
い
と
し
、
米
国
も
こ
の
戦
争
中
に
原
爆
を
完
成
さ
せ
る
の

は
難
し
い
だ
ろ
う
と
い
う
意
見
を
述
べ
た
の
は
誰
な
の
か
と
い
う
問
題
に
切

り
込
ん
で
い
く
。
著
者
は
、
海
軍
科
学
技
術
審
議
会
（
防
衛
研
究
所
所
蔵
）

の
資
料
を
元
に
原
爆
開
発
の
可
能
性
に
関
す
る
否
定
的
な
発
言
の
主
は
学
界

の
重
鎮
だ
っ
た
長
岡
半
太
郎
で
は
な
い
か
と
い
う
新
た
な
仮
説
を
立
て
て
い

る
。　

そ
の
後
、
理
研
で
の
ウ
ラ
ン
濃
縮
法
に
関
す
る
研
究
の
開
始
、
陸
軍
航
空

本
部
の
安
田
武
雄
と
連
携
し
な
が
ら
の
二
号
研
究
の
開
始
、
陸
軍
に
よ
る
ウ

ラ
ン
資
源
の
輸
入
画
策
と
そ
の
失
敗
、
さ
ら
に
朝
鮮
半
島
と
福
島
県
で
の
ウ

ラ
ン
探
査
、
海
軍
に
よ
る
上
海
で
の
ウ
ラ
ン
入
手
、
な
ど
の
過
程
が
示
さ
れ

て
い
る
。

　
そ
し
て
、
二
号
硬
直
の
と
ん
挫
と
原
爆
投
下
の
記
述
に
よ
っ
て
、
第
1
部

は
閉
じ
ら
れ
る
。
一
九
四
四
年
＝
月
一
四
日
か
ら
始
ま
っ
た
米
軍
に
よ
る

東
京
へ
の
空
襲
は
、
一
九
四
五
年
に
な
っ
て
も
繰
り
返
さ
れ
、
四
月
一
四
日

の
未
明
に
は
理
研
の
仁
科
研
究
室
も
被
害
を
受
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
実
験
装

置
が
焼
失
し
、
さ
ら
に
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
た
ウ
ラ
ン
濃
縮
の
テ
ス
ト
の

零
敗
に
よ
り
、
二
号
研
究
は
完
全
に
行
き
詰
っ
た
。
最
後
に
は
、
ア
メ
リ
カ

の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
と
比
較
し
な
が
ら
、
日
本
の
戦
時
核
開
発
が
き
わ
め

て
小
規
模
だ
っ
た
と
い
う
事
実
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
自
体
は
す
で
に

先
行
研
究
や
幾
つ
か
の
証
需
が
あ
る
程
度
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、

本
書
の
詳
細
な
事
実
の
積
み
重
ね
は
、
そ
れ
を
改
め
て
白
日
の
下
に
さ
ら
し

た
。　

二
号
研
究
に
関
す
る
本
書
の
記
述
が
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
こ
の
研
究
が
、

原
爆
開
発
の
た
め
の
応
用
研
究
と
大
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
に
よ
る
基
礎
研
究
と

い
う
二
つ
の
側
面
を
併
せ
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
当
事
老
た
ち
は
戦
後
に
な
っ
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
二
号
研
究
を
語
っ
た
。

基
礎
研
究
を
継
続
す
る
た
め
の
「
隠
れ
蓑
扁
と
し
て
戦
時
研
究
を
行
っ
た
と

す
る
述
懐
や
、
若
い
研
究
者
を
戦
地
に
送
ら
な
い
た
め
に
戦
時
研
究
を
受
け

入
れ
た
の
だ
と
い
う
証
言
も
多
く
、
そ
の
よ
う
な
理
解
が
研
究
者
の
間
で
一

定
の
合
意
を
得
て
き
た
。
し
か
し
、
基
礎
的
な
科
学
技
術
に
関
す
る
情
報
を

欧
米
に
依
存
し
て
い
た
当
時
の
日
本
に
お
い
て
は
、
戦
争
に
よ
り
そ
れ
ら
の

情
報
が
途
絶
す
る
可
能
性
が
高
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
基
礎
研
究
そ
の
も
の
が

軍
に
よ
る
戦
時
研
究
振
興
の
柱
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ

れ
ば
、
基
礎
研
究
を
続
け
る
た
め
に
戦
時
研
究
を
行
っ
た
と
い
う
理
由
づ
け

に
も
、
批
判
の
余
地
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
筆
者
は
鋭
く
指
摘
し
て

い
る
。
科
学
者
の
戦
争
協
力
問
題
を
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
協
力
）
と
ア
コ

モ
デ
ー
シ
ョ
ン
（
積
極
的
な
協
力
で
は
な
い
便
宜
供
与
）
に
分
け
、
仁
科
芳

雄
の
行
動
を
一
種
の
ア
コ
モ
デ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
す
る
指
摘
に
も
こ
れ
ま
で
の

研
究
に
は
な
か
っ
た
説
得
力
が
あ
る
。

　
第
2
部
戦
後
編
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
原
爆
神
話
」
の
誕
生
経
緯

や
占
領
下
日
本
の
科
学
者
の
動
き
が
解
明
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
に
記
さ
れ
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て
い
る
の
は
、
占
領
終
結
後
か
ら
一
九
五
五
年
の
原
子
力
委
員
会
成
立
ま
で

の
原
子
力
研
究
を
め
ぐ
る
科
学
者
た
ち
の
動
向
と
日
米
原
子
力
協
定
の
交
渉

過
程
と
に
関
す
る
分
析
、
さ
ら
に
原
子
力
平
和
利
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
主
導

し
た
日
米
の
関
係
者
た
ち
の
思
惑
の
解
明
、
こ
れ
ら
三
点
で
あ
る
。

　
科
学
者
た
ち
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
物
理
学
者
の
手
紙
や
、
学
術

会
議
の
総
会
議
事
速
記
録
、
学
術
会
議
の
各
委
員
会
内
の
文
書
、
蚕
糞
の
物

理
部
会
の
討
論
記
録
な
ど
の
資
料
を
使
用
し
て
、
原
子
力
研
究
を
支
え
る
体

制
を
構
想
す
る
物
理
学
者
た
ち
の
水
面
下
の
動
き
が
跡
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
一
九
五
二
年
六
月
、
科
学
技
術
庁
設
置
構
想
が
学
術
会
議
に
対
し
て
示
さ

れ
た
際
、
原
子
力
と
航
空
機
の
研
究
開
発
が
科
学
技
術
庁
の
所
管
に
な
る
と

説
明
さ
れ
た
。
吉
田
内
閣
が
再
軍
備
を
進
め
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の
科
学
技

術
庁
設
置
構
想
は
、
日
本
が
核
武
装
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
疑
念
を
生
ん
だ
。
中
で
も
伏
見
康
治
は
、
原
子
力
の
軍
事
転
用
を
国

内
法
に
よ
っ
て
規
制
す
る
と
い
う
案
を
示
し
、
各
地
の
研
究
者
に
手
紙
を
送

っ
た
。
学
術
会
議
総
会
で
の
激
し
い
議
論
を
経
て
、
専
門
の
小
委
員
会
（
3
9

委
員
会
。
後
の
原
子
力
問
題
委
員
会
）
が
発
足
し
た
。
こ
の
委
員
会
で
議
論

が
継
続
中
だ
っ
た
一
九
五
四
年
三
月
二
日
、
朝
刊
各
紙
は
自
由
党
、
改
進
党
、

日
本
自
由
党
の
三
党
が
原
子
炉
築
造
補
助
費
二
億
五
〇
〇
〇
万
を
計
上
し
た

と
報
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
学
術
会
議
は
原
子
力
三
原
則
声
明
を
出
し
、
次

い
で
原
子
力
基
本
法
に
関
す
る
提
案
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
学
術
会
議
の
原
子
力
問
題
委
員
会
内
で
行
わ
れ
た
原
子
力
基
本
法
構
想
を

め
ぐ
る
議
論
の
過
程
は
、
本
書
の
読
み
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
あ
る
。
一
九
五
四

年
五
月
＝
二
日
に
開
催
さ
れ
た
学
術
会
議
原
子
力
問
題
委
員
会
は
原
子
力
基

本
法
の
立
法
化
に
向
け
て
原
案
を
作
る
こ
と
に
決
め
た
。
本
文
中
で
は
ま
ず

三
つ
の
試
案
（
一
九
五
四
年
六
月
二
三
日
に
原
子
力
問
題
委
員
会
で
提
示
さ

れ
た
前
芝
試
案
と
、
そ
れ
を
修
正
し
た
上
で
七
月
三
一
日
の
委
員
会
に
再
び

提
示
さ
れ
た
二
つ
の
試
案
）
か
ら
原
子
力
基
本
法
の
原
案
が
練
り
上
げ
ら
れ

る
過
程
が
跡
付
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
政
府
へ
の
勧
告
を
目
指
し
た
原
子
力

基
本
法
の
原
案
は
、
学
術
会
議
一
八
回
総
会
で
の
議
論
に
お
い
て
、
結
局
見

送
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
勧
告
が
見
送
ら
れ
た
理
由
を
、
著
者
は
二
つ

の
要
素
で
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
ま
ず
～
点
目
の
要
素
は
、
学
術
会
議
総
会

に
出
席
し
て
い
た
法
律
家
た
ち
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
、
法
律
問
題
に
関
す

る
躍
躇
で
あ
る
。
法
律
家
た
ち
は
、
法
律
に
よ
る
核
の
軍
事
転
用
防
止
は
困

難
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
二
点
目
の
要
素
と
し
て
著
者
が
挙
げ
る
の
は
、

原
子
力
問
題
委
員
長
の
藤
岡
由
夫
（
原
子
力
委
員
会
発
足
時
、
常
任
委
員
に

選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
）
の
個
性
で
あ
る
。
総
会
で
の
議
論
を
み
て
、
政

府
へ
の
勧
告
を
取
り
や
め
る
こ
と
を
決
め
た
藤
岡
に
は
、
こ
と
を
荒
立
て
る

の
を
避
け
て
あ
ら
か
じ
め
妥
協
点
を
探
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
理
念
が
先
行
し
が
ち
な
科
学
者
た
ち
の
意
見
の
調
整
役
と
し
て
重

宝
さ
れ
た
藤
岡
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
場
合
は
そ
れ
が
譜
図
に
出
た
か
た
ち
と

な
っ
た
。
二
点
闘
に
挙
げ
た
藤
岡
の
個
性
へ
の
注
目
は
著
者
な
ら
で
は
の
慧

眼
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
日
米
原
子
力
協
定
の
成
立
過
程
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
公
開
さ
れ

た
ア
メ
リ
カ
国
務
省
と
日
本
外
務
省
の
史
料
を
使
用
し
な
が
ら
跡
付
け
ら
れ

て
い
く
。
日
米
原
子
力
協
定
の
成
立
過
程
を
資
料
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
し

た
の
は
、
本
書
が
初
め
て
で
あ
る
。

　
こ
の
日
米
原
子
力
協
定
締
結
の
動
き
と
並
行
し
て
、
原
子
力
平
和
利
用
国

際
会
議
か
ら
帰
っ
た
超
党
派
の
国
会
議
員
た
ち
（
中
曽
根
康
弘
、
前
田
正
男
、

志
村
茂
治
、
松
前
重
義
）
ら
の
提
案
で
原
子
力
基
本
法
の
起
草
を
提
案
し
た
。

衆
参
両
院
の
原
子
力
合
同
委
員
会
で
の
審
議
を
経
て
、
学
術
会
議
の
原
子
力
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三
原
則
を
取
り
入
れ
る
か
た
ち
で
、
原
子
力
基
本
法
案
は
策
定
さ
れ
た
。
こ

の
法
案
は
一
九
五
五
年
一
二
月
、
速
や
か
に
可
決
さ
れ
た
。

　
こ
の
原
子
力
基
本
法
の
制
定
に
よ
り
、
日
本
は
国
内
法
に
よ
っ
て
核
技
術

の
軍
事
転
用
を
禁
止
し
た
世
界
で
最
初
の
国
と
な
っ
た
。
本
書
の
分
析
は
こ

の
～
九
五
五
年
一
二
月
の
原
子
力
基
本
法
と
日
米
原
子
力
協
定
の
成
立
を
も

っ
て
終
了
す
る
が
、
著
者
は
重
要
な
問
題
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し

て
、
以
下
の
二
点
を
挙
げ
て
い
る
。
①
核
を
平
和
利
用
に
限
定
す
る
政
策
は

国
内
的
な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
外
交
政
策
で
は
ア
メ
リ
カ
の
核
の
持
ち
込
み

を
明
確
に
拒
絶
し
な
か
っ
た
と
い
う
点
と
、
②
日
米
原
子
力
協
定
が
、
日
本

の
原
子
力
開
発
を
米
国
依
存
型
に
導
き
、
そ
の
意
味
で
は
原
子
力
基
本
法
の

「
自
主
」
の
原
則
が
活
か
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
ま
た
第
2
部
で
は
、
原
子
力
平
和
利
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
主
導
者
た
ち
の

思
惑
の
解
明
も
な
さ
れ
て
い
る
。
当
時
日
本
テ
レ
ビ
の
取
締
役
を
務
め
、
正

力
松
太
郎
の
片
腕
と
し
て
知
ら
れ
る
柴
田
秀
利
文
書
、
U
S
I
S
（
当
時

「
ア
メ
リ
カ
弘
報
局
」
と
訳
さ
れ
た
）
の
報
告
書
や
報
告
伝
票
を
使
い
な
が

ら
、
平
和
利
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
仕
掛
け
た
側
の
思
惑
を
浮
き
彫
り
に
し
て

い
く
。
そ
し
て
、
平
和
利
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ね
ら
い
は
、
核
実
験
に
対
す

る
日
本
人
の
反
応
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
左
翼
的
言
動
に
対
抗
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

三

　
以
上
、
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
個
別
の
論
点
に

つ
い
て
評
者
の
意
見
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
、
平
和
利
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
日
本
国
民
が
い
か
に
受
け
入
れ
た
の

か
と
い
う
点
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
U
S
I
S
の
報
告
書
を
発
掘
、
紹
介
し
、

多
く
の
国
民
は
原
子
力
平
和
利
用
に
関
す
る
理
解
を
深
め
つ
つ
、
核
兵
器
へ

の
強
い
拒
否
感
を
根
強
く
有
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
高
ら
か
に
平
和
利

用
を
掲
げ
る
こ
と
で
、
原
水
爆
禁
止
署
名
運
動
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
反
米

に
つ
な
が
る
運
動
と
そ
れ
を
支
え
る
革
新
的
思
想
と
を
鎮
静
化
し
た
い
と
い

う
の
が
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
主
導
者
た
ち
の
意
図
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
反

し
て
、
多
く
の
国
民
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
二
面
性
を
感
じ
取
っ
て
い
た
と
い

う
理
解
で
あ
る
。
原
子
力
平
和
利
用
と
核
実
験
の
問
題
を
共
に
問
う
よ
う
な

世
論
調
査
は
当
時
の
日
本
に
お
い
て
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
点
で
こ
の
U

S
I
S
の
報
告
書
は
貴
重
で
あ
り
、
報
告
書
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
な
ら
ば
、

確
か
に
著
者
が
提
示
し
た
理
解
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
U
S
I
S
の
調
査
は
一
二
九
一
人
を
対
象
に
し
た
も
の
に
す
ぎ

ず
、
こ
れ
の
み
を
論
拠
に
国
民
認
識
に
踏
み
込
む
の
は
、
や
や
早
急
と
の
印

象
を
持
っ
た
。
む
し
ろ
こ
こ
で
問
わ
れ
る
べ
き
は
次
の
こ
と
で
は
な
い
か
。

す
な
わ
ち
、
当
時
の
国
民
の
多
く
が
核
実
験
に
よ
る
放
射
性
降
下
物
の
恐
怖

に
関
し
て
は
敏
感
に
反
応
し
な
が
ら
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
高
ら
か
に
謳
っ
た

平
和
利
用
に
伴
う
は
ず
の
放
射
性
物
質
の
危
険
性
（
事
故
に
よ
る
飛
散
や
放

射
性
廃
棄
物
。
当
時
は
「
死
の
灰
」
と
の
類
比
で
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
）
に
は
明
確
な
拒
否
感
を
ほ
と
ん
ど
示
さ
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

薦
的
な
認
識
の
あ
り
方
を
問
題
に
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
当
時
の

国
民
が
平
和
利
用
に
伴
う
放
射
性
物
質
の
危
険
性
を
全
く
認
識
し
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
本
書
が
扱
っ
た
期
間
か
ら
は
外
れ
る
が
、
一

九
五
七
年
に
は
関
西
で
実
験
用
原
子
炉
設
置
反
対
運
動
が
起
こ
っ
た
。
宇
治

の
茶
業
者
た
ち
は
、
原
子
力
施
設
の
安
全
性
に
＝
疋
の
信
頼
を
寄
せ
な
が
ら

も
、
水
源
地
で
あ
る
宇
治
で
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
の
損
害
を
想
定
し
て
、

設
置
に
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
考
慮
す
れ
ば
、
平
和
利
用
へ
の
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理
解
が
広
ま
っ
た
と
同
時
に
、
や
は
り
そ
れ
に
対
す
る
危
険
性
も
ま
た
一
定

程
度
共
有
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
も
立
て
ら
れ
る
。

　
次
に
、
構
成
上
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
戦
前
戦
中
編
が
仁
科
芳
雄
を
軸

に
し
て
描
か
れ
お
り
、
仁
科
個
人
の
思
想
や
思
惑
を
手
紙
や
メ
モ
な
ど
の
資

料
か
ら
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
の
に
対
し
、
そ
れ
よ
り
も
長
い
戦
後
編
で
は
、

藤
岡
由
夫
の
個
性
を
め
ぐ
る
興
味
深
い
新
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

特
定
個
人
に
関
す
る
記
述
は
や
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
的
に
羅
列
さ
れ
る
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
根
底
に
は
資
料
的
な
制
約
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
本
書
に
登
場
す
る
科
学
者
た
ち
に
関
し
て
は
、
資
料
が
ほ
と
ん
ど
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
仁
科
が
例
外
な
の
だ
と
言
え
る
。
た
だ
、
例
え
ば

湯
川
秀
樹
に
つ
い
て
は
現
在
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
が
進
行
中
で
あ
る
し
、

坂
田
環
罠
に
つ
い
て
は
、
既
に
資
料
室
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

分
厚
い
記
述
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
戦
後
編
で
は
、
原
子
力
研

究
開
発
体
制
を
手
探
り
で
構
築
し
て
い
こ
う
と
す
る
科
学
者
た
ち
の
画
策
が

書
か
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
戦
前
戦
中
編
の
仁
科
に
つ
い
て
の
記
述
に
圧
倒

さ
れ
た
だ
け
に
、
戦
後
編
で
の
科
学
者
た
ち
の
掘
り
下
げ
に
物
足
り
な
さ
を

覚
え
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
以
上
に
挙
げ
た
二
点
は
、
根
拠
が
な
い
こ
と
は
書
か
な
い
、
と
い
う
著
者

の
自
制
的
研
究
姿
勢
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
基
づ
い
た
著
者
の
歴
史
叙

述
に
は
敬
意
を
禁
じ
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
民
の
認
識
や
個
人
の
思

想
信
条
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
や
資
料
だ
け
で
は
浮
き
彫
り
に
で
き
な
い
側

面
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
本
文
申
に
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
ば
か
り
注
文
し

て
し
ま
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
点
は
著
者
の
み
な
ら
ず
、
本
書
の
読
者
が
今
後

取
り
組
む
べ
き
問
題
と
し
て
受
け
止
め
た
い
。

　
以
上
、
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
評
者
自
身
は
、
戦
争
に

関
す
る
集
合
的
記
憶
の
構
築
と
変
遷
を
、
特
に
原
爆
の
問
題
に
限
っ
て
研
究

を
続
け
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
科
学
史
扁
の
領
域
に
は
暗
い
部
分
も
あ
り
、

誤
解
や
的
外
れ
な
指
摘
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
照
れ
る
。
そ
の
点
に
つ
い

て
、
著
者
な
ら
び
に
読
者
諸
賢
の
ご
海
容
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　
本
書
に
は
、
著
者
の
資
料
発
掘
に
関
す
る
熱
意
と
緻
密
な
実
証
的
手
法
が

示
す
研
究
姿
勢
が
注
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
。
日
本
の
核
開
発
の
開
幕
期
に
関
す

る
実
証
的
研
究
の
金
字
塔
で
あ
り
、
後
学
は
必
ず
本
書
を
参
照
す
る
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。

①
　
例
え
ば
、
高
橋
博
子
一
封
印
さ
れ
た
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
』
雪
風
社
、
二
〇

　
〇
八
年
。
日
野
川
静
枝
『
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
か
ら
原
爆
へ
㎞
績
文
堂
、
二
〇
〇
九

　
年
。

②
　
敗
戦
蒔
に
焼
却
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
旧
日
本
軍
関
係
の
資
料
が
著
者
た

　
ち
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
に
関
す
る
報
告
と
し
て
は
、
山
崎
正
勝
・
深
井

　
祐
造
・
婁
見
志
朗
門
資
料
解
説
　
東
京
第
二
陸
軍
造
兵
廠
に
対
す
る
仁
科
芳
雄
の

　
報
告
一
一
九
四
三
年
七
月
か
ら
一
九
四
四
年
一
一
月
」
『
技
術
文
化
論
叢
』
第
三

　
巻
、
二
〇
〇
〇
年
、
が
あ
る
。
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
も
の
と
し
て
は
、
山
崎
正
勝

　
「
理
研
の
『
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
爆
弾
』
構
想
…
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
日
本
の
核
兵

　
器
研
究
」
『
科
学
史
研
究
葱
第
四
〇
巻
、
二
〇
〇
一
年
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
ア
メ

　
リ
カ
測
の
資
料
を
用
い
た
も
の
と
し
て
は
山
崎
正
勝
門
日
本
に
お
け
る
『
平
和
の

　
た
め
の
原
子
（
ア
ト
ム
ズ
・
フ
ォ
ー
・
ピ
ー
ス
）
』
政
策
の
展
開
」
㎎
科
学
三
一

　
究
㎞
第
四
七
巻
、
二
〇
〇
九
年
、
が
あ
る
。

③
市
摺
浩
・
山
崎
正
勝
責
任
編
集
㎎
戦
争
と
科
学
の
諸
相
』
丸
善
、
二
〇
〇
六
年
。

④
妾
時
の
国
民
の
認
識
に
分
け
入
っ
た
研
究
と
し
て
は
、
例
え
ば
原
水
爆
禁
止
署

　
名
運
動
に
関
す
る
研
究
が
あ
る
。
著
者
も
本
文
申
で
引
用
し
て
い
る
丸
浜
江
里
子

　
『
原
水
禁
署
名
運
動
の
誕
生
㎞
凱
風
社
、
二
〇
一
～
年
。
藤
原
修
「
原
水
爆
禁
止
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運
動
の
成
立
」
明
治
学
院
国
際
平
和
研
究
所
、
｝
九
九
九
年
。
そ
の
他
、
資
料
集

と
し
て
は
、
小
林
徹
編
『
原
水
爆
禁
止
運
動
資
料
集
㎞
全
七
巻
、
緑
蔭
書
房
、
一

九
九
五
－
一
九
九
六
年
。

　
（
A
5
判
　
三
〇
四
頁
　
二
〇
一
一
年
一
二
月
　
績
文
堂
　
税
別
三
二
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
冒
本
学
術
振
興
会
特
贋
研
究
員
）

封ヒ

田
評
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